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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

　

２
月
25
日
、
政
府
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
基
本
方
針
が

決
定
さ
れ
、
本
町
で
も
、
２

月
27
日
に
開
催
し
た
甲
佐
町

感
染
症
対
策
推
進
会
議
に
お

い
て
各
種
行
事
等
の
中
止

（
延
期
）
な
ど
に
つ
い
て
の

基
本
方
針
を
決
定
。

　

感
染
拡
大
防
止
に
向
け
て

の
町
で
の
取
り
組
み
と
住
民

の
皆
様
へ
の
情
報
提
供
・
注

意
喚
起
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
く
。

熊
本
地
震
及
び
豪
雨
災

害
関
係
事
業
の
進
捗
状

況○
公
共
土
木
災
害
復
旧
工
事

　

２
月
末
現
在
で
、
２
２
５

件
、
93
・
４
％
が
完
了
、
今

年
度
中
に
２
３
９
件
、
99
％

が
完
了
す
る
見
込
み
。

　

未
完
了
と
な
る
２
件
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年
度
に
完

了
予
定
。

○
農
林
業
関
係

　

農
業
用
施
設
及
び
農
地
災

害
に
つ
い
て
は
、
３
月
中
に

す
べ
て
完
了
す
る
見
込
み
。

　

林
道
施
設
災
害
に
つ
い
て

は
、
竣
工
率
73
・
９
％
。
対

象
７
路
線
の
う
ち
林
道
本
坂

谷
線
及
び
林
道
倉
谷
線
の
２

路
線
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
に
完
了
予
定
。

○
仮
設
住
宅

　

２
２
８
戸
の
建
設
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
に
２
６
９
世
帯
の

方
が
入
居
さ
れ
て
い
た
が
、

７
月
末
ま
で
に
は
す
べ
て
の

方
の
自
宅
再
建
が
完
了
さ
れ

る
見
込
み
。

○
被
災
者
の
見
守
り
支
援
等

　

震
災
後
か
ら
被
災
者
の
見

守
り
支
援
等
を
実
施
し
た
地

域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
事
業

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度

中
に
事
業
終
了
見
込
み
。
今

後
は
行
政
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

地
域
福
祉
推
進
員
等
へ
の
つ

な
ぎ
を
重
点
的
に
行
い
、
事

業
終
了
後
も
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
う
。

町
営
住
宅
建
替
事
業

　

上
揚
団
地
に
つ
い
て
は
、

11
戸
が
完
成
し
、
令
和
元
年

７
月
か
ら
入
居
開
始
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
10
月
か

ら
２
期
工
事
の
３
棟
８
戸
に

着
手
し
、
令
和
２
年
５
月
末

頃
ま
で
に
は
竣
工
予
定
。

　

今
後
、
残
り
の
４
棟
10
戸

に
着
手
し
、
令
和
２
年
度
に

は
29
戸
す
べ
て
が
完
了
す
る

見
込
。
早
川
第
一
団
地
建
替

工
事
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

実
施
設
計
を
完
了
し
、
造
成

工
事
に
着
手
す
る
予
定
。

県
道
嘉
島
甲
佐
線
（
田
口

橋
右
岸
側
）
平
面
交
差
点

改
良
事
業
の
進
捗
状
況

　

県
に
お
い
て
、
実
施
測
量

設
計
、
建
物
調
査
が
完
了
し
、

県
道
の
仮
設
道
路
工
事
と
用

地
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

仮
設
道
路
の
工
事
は
今
年

の
５
月
に
は
完
了
予
定
。

　

本
線
道
路
改
良
工
事
に
つ

い
て
も
今
年
度
中
に
発
注
が

行
わ
れ
、
令
和
４
年
度
の
工

事
完
了
を
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

平
面
交
差
点
改
良
事
業
に

伴
い
町
道
古
閑
山
出
線
付
替

え
道
路
の
整
備
と
町
が
事
業

主
体
で
行
う
町
道
古
閑
八
丁

線
の
道
路
改
良
工
事
の
測
量

設
計
に
も
着
手
し
た
。

総
合
運
動
公
園
の
整
備

状
況

　

令
和
２
年
度
に
つ
い
て
は
、

昨
年
か
ら
引
き
続
き
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、

管
理
棟
の
建
設
及
び
野
球
場

の
整
備
に
着
手
す
る
予
定
。

そ
の
後
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
及

び
周
辺
施
設
整
備
を
進
め
令

和
４
年
度
の
事
業
完
了
を
目

指
す
。

　

総
合
運
動
公
園
の
愛
称
に

つ
い
て
は
公
募
の
結
果
、
全

国
か
ら
１
７
０
点
を
超
え
る

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
、

選
定
委
員
会
で
の
選
考
を
経

て
「
Ｋ
パ
ー
ク
こ
う
さ
」
に

決
定
。

古
民
家
交
流
拠
点
施
設

（
旧
西
村
邸
）
及
び
井

戸
江
峡
交
流
拠
点
施
設

（
旧
井
戸
江
峡
キ
ャ
ン

プ
場
）
の
整
備
状
況

　

両
施
設
と
も
工
事
は
完
了

し
、
今
月
中
に
竣
工
検
査
を

行
う
。
ま
た
、
両
施
設
の
運

営
は
、
指
定
管
理
者
で
の
運

営
を
予
定
し
て
お
り
、
本
年

７
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

い
る
。

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

の
新
設
整
備
の
進
捗
状

況
　

昨
年
11
月
に
測
量
・
調
査

業
務
が
完
了
し
、
今
年
１
月

に
は
、
用
地
取
得
に
向
け
た

住
民
説
明
会
を
実
施
し
、
２

月
か
ら
、
地
権
者
へ
の
個
別

説
明
を
開
始
。

　

今
年
４
月
に
は
、
協
議
会

の
事
務
を
上
益
城
広
域
連
合

に
移
管
し
、
上
益
城
広
域
連

合
と
し
て
用
地
取
得
を
着
実

に
進
め
る
。

他
自
治
体
か
ら
の
派
遣

職
員
の
受
入
れ
に
つ
い

て
　

震
災
当
初
か
ら
全
国
の
自

治
体
か
ら
短
期
職
員
を
受
入

れ
、
そ
の
後
、
中
長
期
派
遣

と
し
て
、
鹿
児
島
県
の
６
つ

の
自
治
体
、
ま
た
、
県
内
か

ら
は
山
鹿
市
及
び
熊
本
県
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
か

ら
も
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
早
期
の
復
旧
・
復
興
が

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
て
い
る
。
令
和
２

年
度
に
お
い
て
も
鹿
児
島
県

の
２
自
治
体
か
ら
４
名
の
職

員
を
引
き
続
き
派
遣
い
た
だ

け
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
改

め
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
る
。

町
長
の
行
政
報
告
要
旨
（
定
例
会
初
日
）

田口橋右岸側平面交差完成イメージ

井戸江交流拠点施設
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令和２年３月定例会の審議結果
区分 議　　案　　名 概　　　要 審議結果

同意第１号 甲佐町副町長の選任に付き同意を求め
ることについて 詳細は４ページ下段に掲載 同　意

同意第２号 甲佐町教育委員会委員の任命に付き同
意を求めることについて 詳細は４ページ下段に掲載 同　意

同意第３号 給水区域外給水について 甲佐町の水道を御船町からの協議により
御船町（１戸）に対し給水を行うもの 同　意

議案第１号

情報通信技術の活用による行政手続等
に係る関係者の利便性の向上並びに行
政運営の簡素化及び効率化を図るため
の行政手続等における情報通信の技術
の利用に関する法律等の一部を改正す
る法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例の制定について

引用する法律の一部改正により、固定資
産評価審査委員会条例、行政手続等にお
ける情報通信の技術の利用に関する条例
並びに行政不服審査関係手数料条例につ
いて改正が必要となったもの

可　決

議案第２号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

会計年度任用職員制度開始に伴い、当該
職員の宣誓に関し規定を定めたもの 可　決

議案第３号
会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

会計年度任用職員の給料表について、一
般職の給与条例の改定に伴い、本条例の
改正を行ったもの

可　決

議案第４号
職員の分限の手続及び効果に関する条
例の一部を改正する条例の制定につい
て

地方公務員法の改正に伴い、分限処分の
手続きについて改正が必要となったもの 可　決

議案第５号 甲佐町課設置条例の一部を改正する条
例の制定について

各課の事務分掌の見直しとともに、総合
保健福祉センターを健康推進課にする条
例改正

可　決

議案第６号
甲佐町総合保健福祉センターの設置、
管理及び使用料に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

上記「甲佐町課設置条例の一部改正」に
伴い、本条例の改正が必要となったもの 可　決

議案第７号
甲佐町印鑑の登録及び証明に関する条
例の一部を改正する条例の制定につい
て

旧氏での印鑑登録の取扱い等について条
例の改正を行ったもの 可　決

議案第８号
甲佐町放課後児童健全育成事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について

職員に関する経過措置を平成32年３月31
日までを令和５年３月31日に改正 可　決

議案第９号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

災害弔慰金を支給する遺族についての改
正 可　決

3
月
定
例
会

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
６
日
に

開
会
し
、
10
日
ま
で
の
５
日
間
の

会
期
で
開
催
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
人
事
案

件
２
件
、
そ
の
他
の
同
意
案
件
１

件
、
条
例
案
件
11
件
、
工
事
請
負

契
約
の
変
更
案
件
３
件
、
令
和
元

年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

補
正
予
算
、
令
和
２
年
度
一
般
会

計
及
び
各
特
別
会
計
予
算
、
議
員

発
議
に
よ
る
条
例
案
件
１
件
、
そ

の
他
の
案
件
で
審
議
の
結
果
、
す

べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は
、
７
人

の
議
員
が
予
定
を
し
て
い
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
や
む
な
く
中

止
と
し
た
。
な
お
、
佐
野
安
春
議

員
か
ら
会
期
の
延
長
及
び
一
般
質

問
を
日
程
に
追
加
す
る
動
議
が
提

出
さ
れ
た
が
、
採
決
の
結
果
、
否

決
（
賛
成
２
、
反
対
９
）
さ
れ
た
。

予
定
さ
れ
て
い
た
一
般
質
問
の
項

目
は
８
、９
ペ
ー
ジ
参
照
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現
甲
佐
町
教
育
委
員
会
委

員
の
井
藤
光
徳
氏
（
上
早
川

３
区
）
が
令
和
２
年
３
月
23

日
で
任
期
満
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、
宇
都
育
美
氏
（
下
横

田
）
を
任
命
す
る
こ
と
を
全

会
一
致
で
同
意
し
た
。

区分 議　　案 概　　　要 審議結果

議案第10号 甲佐町水道事業の設置に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

地方自治法の一部改正に伴い、引用する
条項の改正 可　決

議案第11号 甲佐町監査委員に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

地方自治法の一部改正に伴い、引用する
条項の改正 可　決

議案第12号 工事請負契約の変更について 井戸江峡キャンプ場整備工事の変更契約
（増額）に関する契約締結 可　決

議案第13号 工事請負契約の変更について 町道辻線道路災害復旧工事の変更契約
（増額）に関する契約締結 可　決

議案第14号 工事請負契約の変更について 町道西寒野打越線寒野新橋下部工工事の
変更契約（増額）に関する契約締結 可　決

議案第15号 財産の無償譲渡について 麻生原地区集会所についての無償譲渡 可　決

議案第16号 甲佐町交流拠点施設指定管理者の指定
について

指定管理者に「一般社団法人パレット」
を指定するもの 可　決

議案第17号 甲佐町フィットネスセンター指定管理
者の指定について

指定管理者に「株式会社くまもと健康支
援研究所」を指定するもの 可　決

議案第18号 甲佐町グリーンセンター指定管理者の
指定について

指定管理者に「緑川森林組合」を指定す
るもの 可　決

議案第19号 令和元年度甲佐町一般会計補正予算
（第５号） 補正額を５ページに掲載 可　決

議案第20号 令和元年度甲佐町国民健康保険特別会
計補正予算（第３号） 　　　　　〃 可　決

議案第21号 令和元年度甲佐町介護保険特別会計補
正予算（第４号） 　　　　　〃 可　決

議案第22号 令和元年度甲佐町後期高齢者医療特別
会計補正予算（第３号） 　　　　　〃 可　決

議案第23号 令和２年度甲佐町一般会計予算 予算額を５ページに記載 可　決
（反対２）

議案第24号 令和２年度甲佐町国民健康保険特別会
計予算 　　　　　〃 可　決

（反対２）

議案第25号 令和２年度甲佐町介護保険特別会計予
算 　　　　　〃 可　決

（反対２）

議案第26号 令和２年度甲佐町後期高齢者医療特別
会計予算 　　　　　〃 可　決

（反対２）
議案第27号 令和２年度甲佐町水道事業会計予算 　　　　　〃 可　決

発議第１号 甲佐町議会委員会条例の一部を改正す
る条例の制定について

「甲佐町課設置条例の一部改正」に伴い、
本条例の改正が必要となったもの 可　決

※審議結果の「可決」は全会一致または賛成多数によるものです。

甲
佐
町
教
育
委
員
会

委
員
に　

宇う

都と　
育い
く

美み
氏

　

現
副
町
長
の
師
富
省
三
氏

（
横
田
）
が
令
和
２
年
４
月
９

日
で
任
期
満
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、
引
続
き
副
町
長
と
し

て
選
任
す
る
こ
と
を
全
会
一

致
で
同
意
し
た
。

甲
佐
町
副
町
長
に

�

師も
ろ

富ど
み　

省
し
ょ
う

三ぞ
う

氏
（
再
任
）
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令和２年度　当初予算を可決

114億1445万円

令和元年度　補正予算を可決
1億4175万円減額

会　計　名 予　算　額 前年比

一　　般　　会　　計 79億3964万円 101.98％

特別会計

国 民 健 康 保 険 事 業 14億9266万円 96.43％

介 護 保 険 事 業 15億3316万円 101.19％

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1億6390万円 108.80％

水道事業（公営企業会計）
（収益的支出額と資本的支出額の合計）

2億8509万円 72.34％

合　　　　計 114億1445万円 100.19％

（金額は１万円未満を四捨五入しています）

会　計　名 補　正　額 補正後の総額

一　　般　　会　　計 △　5399万円 80億8807万円

特別会計

国民健康保険事業 △　6508万円 14億9349万円

介 護 保 険 事 業 △　1780万円 15億8780万円

後期高齢者医療事業 △　488万円 1億4777万円

水道事業（公営企業会計）
（収益的支出額と資本的支出額の合計）

― 3億9411万円

合　　　　計 △　1億4175万円 117億1125万円

（金額は１万円未満を四捨五入しています）
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そこが
知りたい知りたいQ&A

Q

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
現
時
点
で
の
申
請
件

数
は
。
ま
た
、
カ
ー
ド
に
は

ど
の
よ
う
な
情
報
が
入
る
の

か
。

A

2
月
末
時
点
で
の
申
請

件
数
は
1
6
4
6
件
。

カ
ー
ド
情
報
と
し
て
は
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
個

人
番
号
に
な
る
。
今
後
は
保

険
証
の
資
格
情
報
も
入
る
予

定
で
あ
る
。

Q

免
許
証
返
納
を
は
じ
め

と
し
た
高
齢
者
へ
の
交

通
手
段
の
確
保
対
策
が
必
要

と
考
え
る
。

　

今
年
度
公
共
交
通
実
態
調

査
を
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

進
捗
状
況
は
。

A

公
共
交
通
実
態
調
査
に

つ
い
て
は
、
調
査
は
終

了
し
現
在
は
取
り
ま
と
め
の

段
階
で
あ
る
。

　

調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
方
々
の
行
動
調
査
や

住
民
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
実
施

し
て
お
り
、
調
査
結
果
に
基

づ
き
、
公
共
交
通
事
業
者
間

で
今
後
の
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

お
試
し
ふ
る
さ
と
ワ

ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

事
業

Q

新
規
事
業
と
し
て
、
お

試
し
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業
に
１
０

０
万
円
予
算
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
事
業
内
容
は
。

A

事
業
内
容
と
し
て
は
、

県
が
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
で
、
１
泊
２
日
か
ら
３

泊
４
日
程
度
町
内
に
滞
在
し

て
い
た
だ
く
中
で
直
接
地
域

の
暮
ら
し
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
、
移
住
に
つ
な
げ
る
と

い
う
事
業
で
あ
る
。

　

今
回
改
修
し
た
古
民
家
交

流
拠
点
施
設
、
旧
西
村
邸
を

活
用
し
、
１
泊
２
日
か
ら
３

泊
４
日
程
度
甲
佐
町
で
の
暮

ら
し
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

３月定例会
質疑から

役場から宮内・竜野方面に運行している町営バス

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

公
共
交
通
実
態
調
査
に
つ
い
て
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キャンプで賑わう津志田河川自然公園

Q

防
犯
灯
整
備
5
か
年
計

画
は
令
和
2
年
度
が
最

終
年
度
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
計
画
終
了
後
の
予
定

は
。A

平
成
28
年
に
防
犯
灯
整

備
５
か
年
計
画
を
策
定

し
、
13
路
線
、
約
14
キ
ロ
の

防
犯
灯
の
整
備
を
計
画
し
た
。

現
在
ま
で
約
８
割
整
備
が
完

了
し
、
西
寒
野
周
辺
を
含
め

た
甲
佐
地
区
が
未
整
備
と

な
っ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
で
計
画
期
間

が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
を
行
う
こ
と
と
す

る
。

Q

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の

た
め
新
た
な
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
の

考
え
は
。

A

現
在
、
猟
友
会
や
有
害

鳥
獣
駆
除
隊
、
専
門
家

と
意
見
交
換
し
な
が
ら
鳥
獣

被
害
防
止
計
画
を
作
成
中
で

あ
る
。

　

狩
猟
免
許
取
得
に
係
る
経

費
助
成
等
に
つ
い
て
も
検
討

を
進
め
て
お
り
、
令
和
２
年

度
中
に
は
有
害
鳥
獣
対
策
に

係
る
新
た
な
支
援
制
度
を
確

立
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q

津
志
田
河
川
自
然
公
園

の
ト
イ
レ
が
老
朽
化
し

て
い
る
が
、
改
修
の
予
定
は
。

A

現
在
、
津
志
田
河
川
自

然
公
園
は
、
キ
ャ
ン
プ

客
で
多
く
の
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
る
。
施
設
内
の
ト
イ
レ

に
つ
い
て
は
、
定
期
的
な
清

掃
等
は
行
っ
て
い
る
が
、
破

損
等
が
目
立
ち
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

交
流
人
口
増
加
対
策
と
し
て
、

津
志
田
河
川
自
然
公
園
を
拠

点
と
し
た
様
々
な
展
開
を
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

よ
い
施
設
整
備
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

防
犯
灯
整
備
事
業

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

津
志
田
河
川
自
然
公
園
の
ト
イ
レ
改
修
に
つ
い
て

整備５か年計画に基づき整備された防犯灯
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一
般
質
問
（
届
出
順
）

鳴
瀬 

美
善 

議
員

土
地
改
良
施
設
が
持
つ
多

面
的
機
能
の
共
有
と
支
援

策
に
つ
い
て

①
大
井
手
用
水
を
活
か
し
た

町
の
振
興
策
に
つ
い
て

　
　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ

て
き
た
施
策
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
点
か
ら
線
へ
、
そ

し
て
面
的
な
広
が
り
の
あ

る
施
策
へ
と
つ
な
げ
て
い

く
考
え
は
。

②
町
村
河
川
の
補
完
的
機
能

を
担
う
土
地
改
良
施
設
の

維
持
管
理
費
用
に
つ
い
て

　
　

大
井
手
用
水
路
を
始
め

各
土
地
改
良
区
の
財
産
で

あ
る
幹
線
用
水
路
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
の
施
設
も

町
村
河
川
の
受
け
皿
と
し

て
の
機
能
を
持
っ
て
土
地

改
良
区
で
維
持
、
管
理
が

行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　

近
年
の
豪
雨
等
の
状
況

を
見
る
と
き
、
そ
の
補
完

的
機
能
の
重
要
性
は
極
め

て
大
き
い
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、
町
と
し
て
土
地
改

良
区
へ
の
支
援
を
検
討
さ

れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

③
国
の
施
策
で
あ
る
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
事
業
と

の
関
連
性
に
つ
い
て

　
　

本
町
に
お
い
て
も
、
多

く
の
地
区
で
支
払
交
付
金

事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
来

て
い
る
と
聞
く
が
、
幹
線

用
水
路
の
維
持
や
補
修
あ

る
い
は
改
修
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
事
業
実
施
地
区

と
連
携
し
た
取
り
組
み
は

で
き
な
い
の
か
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

①
防
犯
灯
の
整
備
状
況
と
計

画
に
つ
い
て

　
　

現
在
、
白
旗
地
区
の
県

道
や
国
道
4
4
3
号
線
な

ど
整
備
が
な
さ
れ
て
来
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
整
備
の
進
捗

状
況
や
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
、
ま
た
、
集
落
内
の

防
犯
灯
の
整
備
や
維
持
管

理
費
用
に
係
る
補
助
等
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

②
大
井
手
用
水
路
沿
い
に
設

置
さ
れ
た
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ

の
利
用
状
況
と
今
後
の
整

備
計
画
に
つ
い
て

　
　

町
で
は
、
平
成
28
年
の

集
中
豪
雨
を
契
機
と
し
て
、

市
街
地
を
流
れ
る
大
井
手

用
水
路
沿
い
に
出
水
を
監

視
す
る
た
め
の
カ
メ
ラ
を

設
置
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

る
。

　
　

防
災
や
減
災
を
考
え

る
上
で
非
常
に
期
待
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
思

う
が
、
そ
の
運
用
の
状
況

や
今
後
、
設
置
箇
所
を

増
や
し
て
い
く
考
え
は

あ
る
か
。

甲
斐 

高
士 

議
員

令
和
２
年
度
予
算
編
成
に

つ
い
て

①
予
算
編
成
基
本
方
針
に
つ

い
て

　
　

現
在
本
町
は
震
災
の
影

響
等
も
重
な
り
非
常
に
厳

し
い
財
政
状
況
下
に
あ
る

中
で
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
行
財
政
運
営
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

政
策
・
施
策
分
野
に
予
算

を
重
点
配
分
さ
れ
た
の
か
。

②
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
関
連
予
算

に
つ
い
て

　
　

令
和
2
年
度
予
算
の
中

に
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
関
連

事
業
は
ど
の
程
度
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
交
流
拠
点
施
設
を
活
用
し

た
賑
わ
い
創
出
に
つ
い
て

①
甲
佐
町
交
流
拠
点
施
設
の

賑
わ
い
創
出
に
向
け
た
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

指
定
管
理
者
の
役
割
、

町
の
役
割
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園

整
備
に
伴
う
宿
泊
施
設
の

整
備
に
つ
い
て

　
　

熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公

園
の
整
備
に
伴
い
、
合
宿

等
を
視
野
に
入
れ
た
宿
泊

施
設
の
整
備
が
必
要
と
考

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止した３月定例会一般質問

� 一般質問の動画をインターネットで配信しています。スマホの方はこちらから　 議会中継　甲佐町 検索 　https://www.town.kosa.kumamoto.jp　　　

大井手用水

予定されていた7人の議員の一般質問項目

古民家交流拠点施設
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え
る
が
、
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
に
つ
い
て

①
高
齢
者
の
働
く
場
の
創
出

に
つ
い
て

　
　

高
齢
化
が
進
展
す
る
本

町
に
お
い
て
、
高
齢
者
対

策
は
若
い
世
代
の
移
住
定

住
施
策
と
同
様
に
喫
緊
の

課
題
と
捉
え
、
対
策
を
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
高
齢
者
が
い
つ

ま
で
も
元
気
で
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
環
境
づ
く

り
が
急
務
と
考
え
る
が
、

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

佐
野 

安
春 

議
員

鳥
獣
被
害
に
対
す
る
支
援

策
の
拡
充
を

①
鳥
獣
被
害
は
、
営
農
意
欲

の
減
退
、
耕
作
放
棄
・
離

農
の
増
加
等
、
被
害
額
以

上
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
鳥
獣
被
害
に

苦
し
む
町
民
を
で
き
る
限

り
救
う
た
め
、
現
在
の
申

請
対
象
３
人
以
上
を
、
１

人
か
ら
で
も
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
計
画
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
進
ん
だ
の
か

①
女
性
の
参
画
拡
大
と
し
て
、

各
委
員
会
等
へ
の
女
性
登

用
率
30
％
を
目
標
と
あ
る

が
、
進
ん
で
い
る
の
か
。

②
子
育
て
・
介
護
に
関
す
る

支
援
の
充
実
で
は
「
義
務

教
育
ま
で
の
医
療
費
助
成

の
継
続
」
が
掲
げ
て
あ
る

が
、
充
実
で
あ
れ
ば
18
歳

年
度
末
ま
で
に
出
来
な
い

の
か
。

③
「
職
場
環
境
の
整
備
」
で

育
児
休
業
・
介
護
休
暇
の

取
得
は
あ
っ
た
の
か
。

④
「
女
性
の
健
康
支
援
」
で

妊
婦
健
診
や
女
性
特
有
の

が
ん
検
診
等
は
具
体
的
に

進
ん
だ
の
か
。

町
女
性
職
員
の
活
躍
推
進

に
関
す
る
特
定
事
業
主
行

動
計
画
の
取
り
組
み
は
進

ん
だ
の
か

①
女
性
の
管
理
的
職
員
の
割

合
を
15
％
以
上
に
す
る
と

あ
る
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

②
ノ
ー
残
業
デ
イ
の
取
り
組

み
状
況
と
、
年
休
取
得
の

状
況
は
ど
う
か
。

③
育
児
休
業
の
取
得
状
況
は

ど
う
か
。

④
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い

て
の
町
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

宮
本 

修
治 

議
員

就
学
援
助
金
に
つ
い
て

①
高
校
・
大
学
進
学
予
定
者
に

対
す
る
補
助
金
・
貸
付
金
を

新
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

本
田　
新 

議
員

農
業
振
興
に
つ
い
て

農
事
組
合
法
人
の
経
営
内
容

と
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て

①
労
働
力
不
足
、
高
齢
化
、

資
金
・
収
支
状
況
に
つ
い

て
②
所
有
す
る
農
機
具
の
拡
充

及
び
町
支
援
の
要
綱
改
正

に
つ
い
て

③
普
通
作
物
、
野
菜
、
果
樹

へ
の
法
人
の
取
組
み
に
つ

い
て

④
経
営
所
得
安
定
対
策
補
助

金
（
県
産
地
交
付
金
）
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑤
牛
肉
、
大
豆
、
麦
の
生
産

拡
大
に
つ
い
て

教
育
施
設
に
つ
い
て

①
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
改

修
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か

荒
田　
博 

議
員

震
災
復
興
計
画
に
つ
い
て

①
令
和
２
年
度
は
復
興
計
画

の
最
終
年
度
で
あ
る
が
、

計
画
の
進
捗
状
況
は

②
未
達
成
事
業
実
施
に
向
け

た
予
算
措
置
は

井
芹
し
ま
子 

議
員

加
齢
性
難
聴
へ
の
支
援
に

つ
い
て

①
加
齢
性
難
聴
と
認
知
症
の

関
係
と
予
防
効
果

②
補
聴
器
の
普
及
率

③
補
聴
器
購
入
資
金
の
助
成
を

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
町
の

活
性
化
に
つ
い
て

①
現
在
の
事
業
の
見
通
し
と

予
算
の
見
通
し
は

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用
者
の
状
況

③
交
流
人
口
・
関
係
人
口
を

町
の
活
性
化
に
生
か
す
取

り
組
み
は

④
今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て

船
津
地
区
河
川
防
災
関
連

事
業
に
つ
い
て

①
事
業
内
容
と
今
後
の
工
事

見
通
し
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
対
応
に
つ
い
て

①
町
民
の
暮
ら
し
や
雇
用
等

全
般
の
影
響
調
査
を

②
町
独
自
の
支
援
策
と
国
・
県

に
よ
る
支
援
策
の
周
知
は

③
P
C
R
検
査
の
状
況
に

つ
い
て

④
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

　　　一般質問の動画をインターネットで配信しています。スマホの方はこちらから　 議会中継　甲佐町 検索 　https://www.town.kosa.kumamoto.jp

総合運動公園完成イメージ

有害鳥獣駆除隊
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甲
佐
高
校
生
徒
も
議

員
と
し
て
参
加

　

平
成
21
年
か
ら
始
ま
っ
た

子
ど
も
議
会
、
第
10
回
目
と

な
る
今
回
は
、
甲
佐
中
学
校

生
徒
に
加
え
、
甲
佐
高
校
生

徒
も
議
員
と
し
て
参
加
し
、

前
半
を
議
長
、
後
半
を
副
議

長
の
議
事
進
行
の
も
と
、
若

者
の
視
点
で
町
執
行
部
に
対

し
質
問
を
行
っ
た
。

議
長
・
副
議
長
の
議

会
を
終
え
て
の
感
想

�

（
原
文
）

議
長

甲
佐
高
校

寺
本　

拓
生
（
2
年
）

　

過
日
は
ご
多
用
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
議

会
の
参
加
は
初
め
て
で
し
た

の
で
、
と
て
も
緊
張
し
、
間

違
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ど
の
質
問
に
対
し
て
も

と
て
も
丁
寧
に
答
弁
し
て
下

さ
っ
た
の
で
、
と
て
も
安
心

で
き
、
ま
た
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
甲
佐
町
子
ど
も
議
会

に
参
加
す
る
と
聞
き
、
た
く

さ
ん
の
視
点
か
ら
甲
佐
町
を

観
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
甲
佐
町
に
は
ど
の
よ

う
な
魅
力
が
あ
る
か
な
ど
改

め
て
考
え
直
す
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

　

質
問
を
考
え
て
い
る
と
、

甲
佐
町
が
甲
佐
高
校
へ
た
く

さ
ん
の
支
援
を
し
て
下
さ
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

甲
佐
高
校
を
活
気
づ
け
る
た

め
に
、
中
学
生
や
保
護
者
に

と
っ
て
行
き
た
い
学
校
に
な

る
よ
う
、
計
画
し
実
行
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
分
か

り
、
甲
佐
高
生
と
し
て
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
答
弁

の
中
で
、
甲
佐
高
生
に
求
め

る
こ
と
と
し
て
「
日
々
の
学

習
、
夢
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
い
う
答
え
が

あ
り
、
私
た
ち
も
甲
佐
町
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
も
、
甲
佐
町
の
皆
様
の
ご

指
導
を
い
た
だ
き
、
よ
り
よ

い
町
に
な
る
よ
う
甲
佐
高
校

生
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

副
議
長

甲
佐
中
学
校

北　

こ
こ
ろ
（
2
年
1
組
）

　

私
は
今
回
「
第
10
回
甲
佐

町
子
ど
も
議
会
」
に
生
徒
会

役
員
と
し
て
甲
佐
高
校
の
代

表
の
人
た
ち
と
一
緒
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
議
長
を
し
ま
し
た
。
子

ど
も
議
会
に
参
加
し
て
み
て

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
二
つ

あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
議
場
の
雰
囲

気
で
す
。
初
め
て
議
場
に

入
っ
た
時
、
今
ま
で
感
じ
た

こ
と
の
な
い
雰
囲
気
で
し
た
。

緊
張
感
が
増
し
て
、
す
ご
く

ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
質
問
で
す
。

高
校
生
の
質
問
は
さ
す
が
高

校
生
と
い
う
質
問
で
し
た
が
、

役
場
の
各
課
長
さ
ん
や
所
長

さ
ん
、
町
長
さ
ん
た
ち
は
原

稿
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け

ど
議
員
の
人
た
ち
が
聞
き
た

か
っ
た
質
問
に
て
い
ね
い
に

そ
し
て
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
く

れ
ま
し
た
。
大
人
の
お
手
本

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
子
ど
も
議
会
が
で

き
た
の
は
、
先
生
や
役
場
の

方
々
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま

す
。
か
か
わ
っ
て
く
れ
た
人

た
ち
に
感
謝
で
き
る
よ
う
に

こ
れ
か
ら
甲
佐
町
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
議
長
も
楽
し
く
い
い

経
験
に
な
っ
た
け
ど
議
会
中
、

質
問
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に

私
も
質
問
し
た
い
と
い
う
思

い
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
子
ど
も
議
会
が

あ
れ
ば
、
良
い
質
問
を
し
て

ほ
し
い
で
す
。

一
般
質
問
（
中
学
生
）

総
合
運
動
公
園
を
、

気
軽
に
中
学
生
が
利

用
で
き
る
施
設
に

内
村　

朱
里
（
2
年
3
組
）

　

安
津
橋
総
合
運
動
公
園
が

整
備
さ
れ
て
い
て
完
成
す
る

の
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
中
学
生
が
気
軽
に

利
用
で
き
る
施
設
に
な
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
中
学

生
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
利

用
で
き
ま
す
か
。
ま
た
、
補

助
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

吉
岡
社
会
教
育
課
長

　

中
学
生
の
利
用
等
に
つ
い

て
は
様
々
な
ケ
ー
ス
が
想
定

さ
れ
ま
す
の
で
、
状
況
を
踏

ま
え
、
小
中
学
生
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
減
免
に
関
す
る

規
定
な
ど
を
整
備
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

人
口
増
加
に
貢
献
し

た
い

本
田　

愛
佳
（
2
年
3
組
）

　

地
方
で
は
少
子
化
に
よ
る

人
口
の
減
少
や
過
疎
化
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
人
口
が
減
少
し
て
い
っ
た

場
合
、
保
育
園
や
小
学
校
、

中
学
校
は
統
廃
合
さ
れ
る
よ

う
な
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。

人
口
増
加
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

甲
佐
町
の
住
み
や
す
さ
に
つ

い
て
、
中
学
生
で
も
理
解
で

き
る
と
こ
ろ
で
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

　
奥
名
町
長

　

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
全

て
民
間
（
社
会
福
祉
法
人
）

が
設
立
・
運
営
さ
れ
て
お
り
、

町
の
施
設
で
は
な
い
た
め
、

統
廃
合
の
対
象
と
は
な
り
ま

第
10
回
子
ど
も
議
会
（
令
和
2
年
2
月
25
日
）

中
学
生
、
高
校
生
の
視
点
で
町
執
行
部
へ
一
般
質
問



令和2年6月1日　№ 173

11

せ
ん
。

　

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
１

校
だ
け
で
す
の
で
廃
校
と
い

う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
し
、

小
学
校
４
校
に
つ
い
て
も
現

在
の
と
こ
ろ
存
続
し
て
い
く

計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

住
み
や
す
さ
に
つ
い
て
は
、

熊
本
市
な
ど
熊
本
都
市
圏
が

通
勤
・
通
学
圏
内
で
あ
り
、

通
院
や
買
い
物
な
ど
に
も
特

に
困
ら
な
い
よ
う
な
場
所
に

あ
り
な
が
ら
、
の
ど
か
な
田

舎
の
暮
ら
し
が
で
き
、
都
市

部
に
比
べ
治
安
が
よ
い
と
こ

ろ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
若
い
方
た
ち
が
、

安
心
し
て
仕
事
・
子
育
て
な

ど
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
を
建
設
さ

れ
る
予
定
は

坂
本
す
み
れ
（
2
年
2
組
）

　

安
津
橋
総
合
運
動
公
園
が

完
成
す
れ
ば
、
各
種
目
の
大

会
や
様
々
な
団
体
の
合
宿
な

ど
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
機

会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
宿
泊
施
設
が
あ
れ
ば
、

飲
食
店
や
弁
当
屋
な
ど
甲
佐

町
に
お
金
を
使
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
甲
佐
町
に
、
合
宿
な
ど

で
利
用
で
き
る
宿
泊
施
設
を

建
設
さ
れ
る
予
定
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
。

北
畑
地
域
振
興
課
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
合
宿
な
ど

で
利
用
で
き
る
宿
泊
施
設
の

建
設
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

宿
泊
施
設
が
充
実
し
て
い
れ

ば
、
町
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
、
行
政
の

み
な
ら
ず
民
間
の
方
々
と
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

宿
泊
施
設
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
採
算
の
見
込
み
が
あ

る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
町
に
お
い
て
、
ま
ず
交

流
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

防
犯
灯
な
ど
設
置
予
定
は

高
崎　

蒼
真
（
2
年
2
組
）

　
「
防
犯
灯
整
備
５
か
年
計

画
」
が
策
定
さ
れ
て
い
る
と

お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
と
来
年
度
の
街
灯
設
置

の
場
所
を
教
え
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。
ま
た
、
中
学
生
が

用
水
路
な
ど
に
落
下
す
る
事

例
が
あ
り
ま
す
。
用
水
路
へ

の
転
落
防
止
の
た
め
の
フ
ェ

ン
ス
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
が
さ
れ
る
と
、
と
て
も
助

か
る
の
で
す
が
、
今
後
、
設

置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
箇
所

は
あ
り
ま
す
か
。

佐
々
木
く
ら
し
安
全
室
長

　
「
防
犯
灯
整
備
５
か
年
計

画
」
で
、
国
道
や
県
道
な
ど

主
要
道
路
を
中
心
に
13
路
線
、

約
14
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
設
置

を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
２

年
度
ま
で
に
３
４
１
基
を
目

標
に
進
め
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
は
甲
佐
、
竜
野
、
白
旗
、

乙
女
の
各
地
区
に
合
計
１
４

０
基
を
設
置
予
定
で
す
。
ま

た
、
来
年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
甲
佐
地
区
（
西
寒
野
ほ

か
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
荒
田
学
校
教
育
課
長

　

甲
佐
町
通
学
路
安
全
推
進

会
議
で
、
用
水
路
へ
の
転
落

防
止
の
た
め
の
フ
ェ
ン
ス
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
の
件

も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

今
関
係
課
と
設
置
に
向
け
て

協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

防
災
・
安
全
に
つ
い
て

垣
田　

陽
南
（
2
年
2
組
）

　
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
を

各
家
庭
に
ど
う
広
め
て
い
こ

う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

中
学
生
に
も
で
き
る
こ
と
が

何
か
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。
ま
た
、
地
震
の

「
危
険
度
マ
ッ
プ
」
と
「
揺

れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
」
は
、
中

学
校
に
も
掲
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、

「
避
難
所
マ
ッ
プ
」
も
あ
る

と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役

に
立
つ
と
思
い
ま
す
が
、
作

成
の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

志
戸
岡
建
設
課
長

　

今
回
作
成
し
ま
す
総
合
防

災
マ
ッ
プ
は
、
浸
水
想
定
区

域
図
、
土
砂
災
害
危
険
区
域
、

地
震
危
険
度
マ
ッ
プ
、
液
状

化
危
険
度
分
布
図
や
、
避
難

場
所
、
防
災
情
報
、
防
災
対

策
な
ど
の
情
報
を
搭
載
し
た

総
合
防
災
マ
ッ
プ
と
な
り
ま

す
。
全
世
帯
と
各
学
校
に
も

配
布
し
ま
す
の
で
、
自
分
が

住
ん
で
い
る
場
所
や
学
校
周

辺
が
ど
う
な
る
か
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

学
校
や
家
で
起
き
た
時
、

「
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る

か
」「
ど
こ
に
避
難
す
る
か
」

な
ど
を
学
校
や
家
族
で
話
し

合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
事

前
に
準
備
を
し
て
、
災
害
に

つ
い
て
日
頃
か
ら
考
え
て
お

く
こ
と
が
減
災
に
つ
な
が
り

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

菊
地　

こ
こ
ろ（
1
年
2
組
）

　

甲
佐
町
に
も
ふ
る
さ
と
納

税
が
あ
る
こ
と
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
見
ま
し
た
が
、
町

と
し
て
ア
ピ
ー
ル
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
て
、
そ
の
効
果

は
あ
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
今
後
納
税
額
を
増
や

す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策

を
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

　
北
畑
地
域
振
興
課
長

　

平
成
29
年
度
か
ら
は
広
く

本
町
の
魅
力
、
取
組
を
情
報

発
信
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
こ
れ
ま
で
の
1
サ
イ

ト
か
ら
２
サ
イ
ト
に
、
令
和

元
年
か
ら
は
３
サ
イ
ト
で
広

く
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
28
年
度
以
前
に
比

べ
寄
付
額
も
増
加
し
て
お
り

ま
す
。

　

本
町
の
魅
力
や
ま
ち
づ
く

り
へ
の
取
組
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
の
広
く
情
報
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
お

り
、
ま
た
、
魅
力
あ
る
返
礼

品
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
若
者
の
投
票
率
を
上

げ
る
た
め
の
施
策
は

坂
口　

莉
奈
（
1
年
2
組
）

　

年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
で
、
私
た
ち
中
学
生
も

選
挙
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
関
心
が
低
い
人
も
多
い
の

が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
若
い
世
代
の
投
票
率

を
上
げ
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
施
策
を
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
か
。
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一
圓
総
務
課
長

　

昨
年
７
月
に
行
わ
れ
ま
し

た
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、

本
町
の
若
い
世
代
で
あ
る
10

代
か
ら
30
代
の
平
均
は
30
％

程
度
と
な
っ
て
お
り
ほ
か
の

年
代
に
比
べ
低
い
水
準
に
あ

り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
投
票

率
ア
ッ
プ
に
向
け
、
Ｐ
Ｒ
の

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
若

い
世
代
の
皆
様
に
は
、
今
ま

で
以
上
に
一
人
ひ
と
り
が
政

治
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

自
分
の
意
見
や
思
い
を
投
票

に
託
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
一
般
質
問
（
高
校
生
）

甲
佐
高
校
へ
の
支
援

策
に
つ
い
て

上
田　

雅
昭
（
2
年
）

　

甲
佐
町
に
よ
る
公
営
塾
を

運
営
し
て
い
た
だ
き
、
多
様

な
学
習
機
会
を
提
供
し
て
下

さ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

第
6
次
甲
佐
町
総
合
計
画

（
後
期
）
の
入
学
者
目
標
を

実
現
す
る
た
め
の
方
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。
他
市
町
村
の
取
り

組
み
な
ど
を
踏
ま
え
、
有
効

だ
と
考
え
て
い
る
手
立
て
は

あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
町
と

し
て
甲
佐
高
校
に
求
め
る
こ

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
蔵
田
教
育
長

　

県
内
他
地
域
の
高
校
に
対

す
る
支
援
と
し
て
は
入
学
者

へ
の
準
備
金
や
入
学
一
時
金

の
交
付
な
ど
に
よ
り
志
願
者

が
一
時
的
に
増
加
し
、
そ
の

次
年
度
に
は
志
願
者
が
再
び

減
少
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

甲
佐
町
の
支
援
の
在
り
方

と
し
て
は
、
学
校
の
教
育
力

へ
の
魅
力
つ
く
り
を
支
援
す

る
こ
と
が
、
持
続
的
で
安
定

的
な
入
学
者
増
に
繋
が
る
と

い
う
考
え
の
下
、
甲
佐
高
校

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
具
体
的
取
組
と
し
て
、

甲
佐
高
校
内
に
甲
佐
町
公
営

塾
「
あ
ゆ
み
学
舎
」
を
設
置

し
、
一
人
一
人
の
個
別
の
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

塾
生
が
魅
力
あ
る
進
路
を
達

成
す
る
こ
と
が
、
入
学
志
望

者
の
持
続
的
増
加
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 　

甲
佐
高
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
に
は
、
高
い
理
想
と
し
っ

か
り
と
し
た
未
来
へ
の
夢
と

展
望
を
持
っ
て
日
々
の
学
習

に
取
り
組
ん
で
頂
き
、
自
ら

の
進
路
希
望
を
叶
え
、
明
る

く
素
晴
ら
し
未
来
を
切
り
拓

い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

　
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て

坂
口　

真
歩
（
2
年
）

　

地
域
の
祭
り
の
後
、
あ
ち

こ
ち
に
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い

る
様
子
を
見
て
、
甲
佐
町
の

ゴ
ミ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
7

月
に
は
環
境
負
荷
の
高
い
レ

ジ
袋
の
有
料
化
が
始
ま
り
、

地
球
規
模
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
廃
プ
ラ
対
策
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
世
界
、

国
、
地
域
で
ゴ
ミ
削
減
や
環

境
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
甲
佐
町
で
は
、

脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
対
策
や

ゴ
ミ
の
分
別
の
方
法
に
つ
い

て
、
有
効
な
手
立
て
を
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。

橋
本
環
境
衛
生
課
長

　

分
別
収
集
の
品
目
や
収

集
方
法
に
つ
い
て
は
、
御

船
甲
佐
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
及
び
御
船
町
と
リ
サ

イ
ク
ル
率
が
上
が
る
よ
う

定
期
的
に
話
し
合
っ
て
い

ま
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
の
品
目
増
に

つ
い
て
は
、
再
資
源
化
に

要
す
る
費
用
が
高
額
な
た

め
導
入
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

物
を
大
切
に
使
い
ご
み
を

減
ら
す
「
リ
デ
ュ
ー
ス
」、

使
え
る
も
の
は
繰
り
返
し
使

う
「
リ
ユ
ー
ス
」、
ご
み
を

資
源
と
し
て
再
び
利
用
す
る

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
３
Ｒ
（
ス

リ
ー
ア
ー
ル
）
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
ご
み
の
焼
却
や
埋

立
処
分
に
よ
る
環
境
へ
の
悪

影
響
を
減
ら
し
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
繰
り
返
し
使

う
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
、

そ
う
い
う
施
策
を
推
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

交
通
安
全
、
街
灯
の

設
置
な
ど
、
町
の
安

全
対
策
に
つ
い
て

奥
村　

稜
祐
（
1
年
）

　

高
校
へ
通
う
通
学
路
で
、

地
震
後
の
整
備
が
不
十
分

だ
っ
た
り
、
街
灯
が
な
く
夜
間

の
視
界
が
悪
か
っ
た
り
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
が
な
い
た
め
に
危

険
な
思
い
を
す
る
場
所
が
い

く
つ
も
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、

小
中
高
生
の
通
学
路
の
危
険

箇
所
を
把
握
し
て
い
る
の
で

す
か
、
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
高
校
生
が
、

防
犯
面
、
安
全
面
で
危
険
な

箇
所
が
あ
り
改
善
し
て
ほ
し

い
こ
と
を
町
に
伝
え
る
に
は

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。

荒
田
学
校
教
育
課
長

　

甲
佐
町
通
学
路
安
全
推
進

会
議
に
て
、
合
同
点
検
を
実

施
し
て
、
危
険
箇
所
等
の
確

認
や
改
善
策
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
対
応
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

　

た
だ
、
高
校
生
の
通
学
路

に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て
は

把
握
し
て
い
な
い
た
め
に
、

危
険
箇
所
も
把
握
で
き
て
い

な
い
現
状
で
す
。

　

通
学
の
際
に
危
険
と
感
じ

る
箇
所
が
あ
っ
た
場
合
は
、
学

校
を
通
じ
て
、
学
校
教
育
課

に
連
絡
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
甲
佐
町
通
学
路
安
全
推

進
会
議
等
で
、
関
係
機
関
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

改
善
に
向
け
て
協
議
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
河
川
を

美
し
く
維
持
す
る
こ

と
に
つ
い
て

野
口　

和
希
（
1
年
）

　

地
域
の
方
の
話
を
聞
く
と
、

昔
と
比
べ
て
緑
川
の
水
は
き

れ
い
じ
ゃ
な
く
な
っ
た
、
鮎

が
捕
れ
な
く
な
っ
た
、
と
い

う
話
を
聞
き
ま
す
。
緑
川
は

甲
佐
町
の
一
つ
の
目
玉
だ
と

思
い
ま
す
が
、
緑
川
の
環
境

を
維
持
す
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
の

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

魚
釣
り
に
行
く
と
外
来
種
を

捕
ま
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
緑
川
に
生
息
す
る
外
来
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種
の
種
類
と
、
生
態
系
を
守

る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

橋
本
環
境
衛
生
課
長

　

生
活
排
水
が
汚
れ
の
大
き

な
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

本
町
で
は
生
活
排
水
の
処
理

を
進
め
る
た
め
小
型
合
併
処

理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
平
成
30

年
度
末
時
点
で
63
・
7
％
の

生
活
排
水
処
理
率
を
令
和
5

年
度
末
ま
で
に
75
％
に
上
げ

る
べ
く
設
置
に
対
す
る
補
助

制
度
の
充
実
化
を
図
る
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

井
上
農
政
課
長

　

緑
川
に
生
息
す
る
外
来
動

物
に
つ
い
て
は
、
緑
川
漁
業

協
同
組
合
に
お
い
て
、
在
来

種
に
害
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ

る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ
ル
ー

ギ
ル
、
テ
ラ
ピ
ア
、
ミ
シ

シ
ッ
ピ
ー
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ

（
い
わ
ゆ
る
ミ
ド
リ
ガ
メ
）

等
の
捕
獲
を
緑
川
水
系
全
域

で
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
河
川
敷
等
に
生
息

す
る
外
来
植
物
の
オ
ウ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
に
つ
い
て
は
、
河

川
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通

省
で
除
去
な
ど
の
対
応
を

行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
策

に
つ
い
て

中
村　

友
紀
（
1
年
）

　

中
国
武
漢
市
に
端
を
発
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
世
界
的
に
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
む
中
、
甲
佐
町
で
感
染

者
が
出
て
も
不
思
議
で
は
な

い
状
況
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
中
国
出
身
の
児
童

生
徒
が
、
学
校
で
差
別
的
な

こ
と
を
言
わ
れ
る
例
も
出
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
甲
佐
町

で
は
新
型
の
感
染
症
が
流
行

し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
予

防
策
や
対
応
策
を
と
っ
て
お

ら
れ
る
の
か
、
ま
た
差
別
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
お
ら
れ

る
か
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
奥
村
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長

　

今
後
流
行
し
た
場
合
に
お

い
て
は
、
町
対
策
本
部
を
設

置
し
、
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

対
策
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
使
用
中
止
や

不
特
定
多
数
の
町
民
が
集
ま

る
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や
行

事
等
を
延
期
や
中
止
し
た
り

し
、
予
防
や
ま
ん
延
防
止
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
広
報
誌

や
町
Ｈ
Ｐ
等
を
通
じ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

偏
見
や
デ
マ
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
啓
発
を
行
い
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ

い
て

山
下　

麻
鈴
（
1
年
）

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
に
よ
る
と
日
本
は
1
5
3

カ
国
中
1
2
1
位
、
先
進
国

中
最
下
位
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
甲
佐
町
の
議
会

を
傍
聴
し
た
時
も
、
議
員
の

方
も
役
場
の
方
も
男
性
が
圧

倒
的
に
多
い
と
い
う
印
象
を

受
け
、
女
性
の
意
見
が
き
ち

ん
と
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か

気
に
な
り
ま
し
た
。
甲
佐
高

校
で
は
来
年
度
か
ら
制
服
が

刷
新
さ
れ
ま
す
が
、
女
子
も

ス
ラ
ッ
ク
ス
を
着
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

徐
々
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

進
め
て
い
ま
す
。
国
連
が
推

奨
し
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
S
の

中
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

実
現
し
よ
う
」
と
い
う
目
標

が
あ
り
ま
す
が
、
甲
佐
町
で

は
教
育
面
、
行
政
面
で
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て

い
る
の
か
知
り
た
い
で
す
。

ま
た
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
を

対
象
に
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
な
ど
、
セ
ク

シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の

方
々
が
住
み
や
す
い
町
づ
く

り
に
な
る
た
め
の
方
策
を
導

入
さ
れ
る
予
定
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
中
林
町
民
セ
ン
タ
ー
所
長

　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
」

に
つ
い
て
は
、
３
月
７
日
に

甲
佐
町
人
権
教
育
講
演
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

「
女
性
が
安
心
安
全
に
暮
ら

せ
る
社
会
の
た
め
に　

～
女

性
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
よ

う
～　

」
と
題
し
て
講
演
会

を
開
催
し
、
啓
発
活
動
に
取

り
組
む
予
定
で
す
。
ま
た
、

昨
年
12
月
の
甲
佐
町
人
権
週

間
期
間
中
に
開
催
し
ま
し
た

町
民
集
会
で
「
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
問
題
は
人
権
の
問

題
で
す
」
と
い
う
演
題
で
講

演
会
を
開
催
し
町
民
の
方
た

ち
に
啓
発
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
甲
佐
町
の
観
光
や
産

業
の
振
興
策

井
藤　

慎
（
2
年
）

　

熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

甲
佐
高
生
も
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
機
会
が
増
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

町
外
か
ら
来
た
利
用
者
が
宿

泊
で
き
る
施
設
が
充
実
し
て

い
る
と
、
部
活
動
の
合
宿
等

に
も
活
用
出
来
、
よ
り
経
済

効
果
が
見
込
め
る
と
考
え
ま

す
が
、
今
後
、
甲
佐
町
に
宿

泊
施
設
を
作
る
予
定
は
あ
る

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
観
光
客
を
呼
び

込
む
た
め
に
、
甲
佐
高
生
が

貢
献
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
師
富
副
町
長

　

町
で
は
交
流
人
口
、
関
係

人
口
を
増
や
し
、
甲
佐
町
へ

の
定
住
人
口
の
増
加
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、
如
何
に
町
の
産

業
・
経
済
の
面
で
も
効
果
を

も
た
ら
す
か
と
い
う
こ
と
が

次
の
課
題
と
な
っ
て
く
る
と

考
え
て
お
り
、「
宿
泊
施
設

の
充
実
」
に
関
し
て
は
、
町

の
状
況
、
考
え
方
に
つ
い
て

は
先
ほ
ど
、
地
域
振
興
課
長

か
ら
答
弁
し
た
と
お
り
で
す
。

　

甲
佐
高
生
が
貢
献
で
き
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
町
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
高
校
生

の
視
点
で
ご
意
見
を
い
た
だ

け
れ
ば
有
難
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
生
の
目
線
で
、

甲
佐
町
の
お
気
に
入
り
の
ス

ポ
ッ
ト
や
魅
力
な
ど
の
情
報

を
発
信
し
て
い
た
だ
け
る
と
、

若
い
年
齢
層
の
来
町
者
も
増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
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「
コ
ロ
ナ
」
は
ど
こ
ま
で
続
く
の
か
ʁ

　

今
、
日
本
中
い
や
世
界
中
が
ڪ
ා
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

޾
い
わ
が
甲
佐
町
に
は
感
染
は
及
ん
で
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
ຖ
日
テ
レ
Ϗ
で
「
新
た
に
何
人
感
染
し
た
」、
人
気
コ
メ

デ
ィ
ア
ン
の
「
志
村
け
ん
さ
ん
が
コ
ロ
ナ
で
๢
く
な
っ
た
」
と
聞
く
と

「
明
日
は
զ
が
身
か
ʁ
」
と
不
安
は
広
が
る
ば
か
り
で
す
。

　

࢛
年
前
の
ఱ
地
を
揺
る
が
す
熊
本
地
震
の
ڪ
ා
も
ബ
れ
、
่
れ
か
け
た

ੴ
֞
も
や
っ
と
き
れ
い
に
修
復
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
も

ຖ
日
の
よ
う
に
地
震
発
生
が
報
道
さ
れ
心
配
は
ઈ
え
ま
せ
ん
。

　

周
り
を
見
れ
ば
、
ࡩ
、
菜
の
Ֆ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
小
鳥
の
໐
き
੠
と

平
Ժ
そ
の
も
の
に
ق
અ
は
移
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
を
、
ۭ
を
、
ւ
を
汚
し
、
欲
望
の
ま
ま
に
૸
り
続
け
て
き
た
人

間
に
、「
コ
ロ
ナ
」
は
地
球
か
ら
の
ܯ
৊
で
は
な
い
か
と
思
え
て
き
ま
す
。

　

私
は
広
島
県
で
ઓ
時
中
に
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
原
ര
の
ࠇ
い
雨
は
ര
心

地
か
ら
ԕ
く
離
れ
た
山
間
の
わ
が
村
に
も
߱
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
෕
は

ઓ
؋
大
和
で
ઓ
ࢮ
し
て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
֩
ฌ
器
を
は
じ
め
ტ
大
な
武
器
を
ࣺ
て
、
్
方
も
な
い
欲
望

を
ࣺ
て
、
平
和
に
Ժ
や
か
に
生
き
て
い
け
な
い
も
の
な
の
か
。
私
一
人
の

力
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
残
り
少
な
い
人
生
を
子
や
ଙ
た
ち
が
安
心
し
て
生

き
る
た
め
に
何
か
一
つ
で
も
役
立
つ
こ
と
を
し
た
い
と
夢
見
る
こ
の
頃
で

す
。

　

三
月
定
例
会
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
議
員
・
執
行
部
へ
の
マ

ス
ク
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
、
ຢ
、

傍
聴
さ
れ
る
方
へ
の
マ
ス
ク
着
用
、

ア
ル
コ
ー
ル
ফ
ಟ
の
利
用
が
推
奨

さ
れ
た
。
日
程
は
と
い
う
と
、
政

策
に
取
り
組
み
政
策
に
生
き
る
べ

き
議
員
に
と
っ
て
、
住
民
か
ら
も

重
大
な
関
心
と
期
待
を
持
た
れ
る

一
般
質
問
を
行
わ
ず
、
三
同
意
、

二
十
三
議
Ҋ
が
ঝ
認
さ
れ
た
。

　

自
然
災
害
は
໪
࿦
今
回
の
よ
う

な
感
染
症
な
ど
、
対
応
が
ઈ
対
に

஗
れ
な
い
よ
う
、
議
員
も
町
へ
強

く
意
見
し
、
住
民
の
方
々
の
生
命

財
産
を
守
る
べ
く
安
心
安
全
な
町

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

�
�（

৿
田
ਫ਼
子
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

甲　

൹　

高　

࢜

　

副
委
員
長　

　ٶ

本　

修　

治

　

委　
　

員　

佐　

野　

安　

य़

　

委　
　

員　

৿　

田　

ਫ਼　

子

　

委　
　

員　

໐　

੉　

美　

善

　

委　
　

員　

田　

中　

　޹

義

　

委　
　

員　

甲　

൹　

良　

二

編

集

後

記

˞令和２年ୈ２ճ�ʢ̒月ʣ�定例会͸ɺ̒月1�೔։会の予定Ͱ͢ɻ

町
民
の
声

「
コ
ロ
ナ
」
と
こ
れ
か
ら
の
こ
と

横
田
区
　
和
田
　
友
子

こ
の
議
会
だ
よ
り
ἔ
清
流
ἕ
は
再
生
ࢴ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

甲
佐
町
　
　
議
会
だ
よ
り

ୈ
173
߸ɹ

̎
̌
̎
̌
೥
6
݄
̍
೔
ൃ
ߦ

ᶃ
ಓ
࿏
੔
උ
ܭ
ը
ʹ
ͭ
͍
て

　

道
路
整
備
計
画
５
カ
年
計
画
（
令
和
２
年

か
ら
令
和
６
年
）
の
策
定

ᶄ
ࠃ
౔
ڧ
ਟ
Խ
஍
Ҭ
ܭ
ը
ʹ
ͭ
͍
て

　

国
土
強
ਟ
化
基
本
法
に
基
づ
く
地
域
計
画

の
策
定

ᶅ
·
ͪ
・
ͻ
と
・
し
͝
と
甲
佐
ொ
૯
߹
ઓ
ུ

（
Ԇ
長
൛
）
ʹ
ͭ
͍
て

　

現
計
画
（
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
元
年

度
）
を
令
和
２
年
度
ま
で
延
長

ᶆ
৽
ܕ
ί
ϩ
φ
΢
Π
ϧ
ε
感
છ
঱
΁
の
ର
Ԡ
ʹ

ͭ
͍
て

　

甲
佐
町
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
基
本
方
針
及
び
対
応
状
況

ᶇ
؂
ࠪ
ج
४
ʹ
ͭ
͍
て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
監
査

基
準
の
設
定
・
公
表
の
義
務
化

̏
月
̒
日
全
員
ڠ
議
会
ڠ
議
߲
໨

ொ
ຽ
の
օ
༷
の
ٞ
ձ
๣
ௌ
Λ
お
଴
ͪ
し
て
い
·
͢
Ố
お
ؾ
ܰ
に
お
ӽ
し
͘
ͩ
さ
い
Ố


